財務報告に係る内部統制チェックリスト　☓☓期

	ポイントチェック（会計監査人・経営者に聴取）
	対応
	根拠

	①経営者が金商法の内部統制を適正に構築し運用しているか

	　a)取締役会で計画・方針等について適切に審議し決定しているか
	✓
	取締役会議事録　承認済　

	　b)全社的な内部統制、対象子会社及び業務プロセスの範囲、経営者が行うべき評価や年間スケジュール等について監査人との事前協議は済んでいるか
	✓
	内部統制委員会議事録（データ）
監査人とのMTG

	　c)構築・運用に遅れや問題はないか。全社評価の42項目は対応済みか。3点セットの整備状況はどうか。ウォークスルー（監査人の監査の事前整備テスト）の結果はどうか
	✓
	内部統制委員会データ　


	　d)報告された不備は適切に対応されているか
	✓
	取締役会議事録　不備なし

	　e)構築・運用状況等について取締役会に定期的に報告しているか
	✓
	取締役会議事録　報告済

	②経営者は、財務報告に係る内部統制の有効性を自ら適切に評価し、その結果を適正に内部統制報告書に記載しているか
	✓
	内部統制報告書　EDINET確認済

	③監査人の監査の方法と結果は相当か。内部統制監査報告書は適正か

	a)会社法内部統制とは別立てで基本方針を作成したか（①質問と同じ）
	✓
	内部統制委員会議事録（データ）

	b)会計監査人の監査報酬は監査役・監査役会が同意したか
	✓
	監査役会議事録　承認同意済

	c)監査役の有する機能が統制環境の一つとされ、監査人による内部統制監査を受けたか
　　①監査役の責任が記載された規定が存在しているか
　　②監査役会の開催実績の記録や議事録が存在しているか
　　③監査役は、経営者を適切に監督・監視する責任を理解した上で、それを適切に実行しているか
　　④監査役は内部監査人と適切な連係を図っているか
	
✓
✓
✓

✓
	
監査役会規程　監査役監査基準
監査役会議事録
監査役会議事録　日常監査メモ

定期的な会合他随時　議事録（データ）

	Q4　会計監査人は内部統制監査の過程で、監査役会の議事録の閲覧を要請しているか
　　（ただし妥当性監査にはおよばない）
	✓
	閲覧している

	Q5　今年度の内部統制評価（監査役向け）
　1)監査役会のメンバーには、金融商品取引法、会社法に精通した監査役が含まれているか

　2)常勤監査役により、取締役社長、経営推進本部長へのモニタリングは適切に行われているか

　3)監査役は倫理規定違反、利益相反取引等についてモニタリングしているか
　4)監査役は取締役会、経営会議等の重要な会議に参加し、随時部門担当者にヒアリングを行っているか
　5)規定上、取締役社長と会社の対処すべき課題、監査や上の重要課題等について定期的に会合をもつ旨が明記されており、それに従い報告がなされているか
　6)監査役は監査の発見事項があれば取締役会で報告し、かつ適切な対応がとらえているか、フォローアップしているか
　7)監査役は、会計監査人を含めた三様監査を行い、財務報告の合理性や内部統制に係る重要な問題点について議論しているか
　8)内部通報の仕組みなど、通常の報告経路から独立した伝達経路が利用されているか　
	
✓

✓


✓
✓

✓

✓

✓

✓
	
1)株主総会議事録にある監査役選任議案より、現監査役の経歴を確認
2)代表取締役とのMTG議事録
監査活動一覧・グループ共有会・各本部長　等とのMTG・経営会議　
3)取締役の職務執行確認書　日常監査メモ
4)経営会議議事録確認・必要に応じて担当者等にヒアリングを行っている
5)代表取締役とのMTG議事録・日常監査メモ

6)日常監査メモ
　
7)会計監査人とのMTG議事録
　日常監査メモ
8)仕組あり、監査役会・取締役会に定期的に報告


3点セット：業務フロー・業務記述書・リスクコントロールマトリックス
ウォークスルー：監査人の監査の前に、経営者として内部統制がきちんと整備できているかを確認するため、一定の手順に従って行う事前チェックを行い成果物の内容を報告する




